
第三者評価結果報告書 

総 括 

対象事業所名  高座渋谷ゆめいろ保育園 

経営主体(法人等)  株式会社ステーション 

対象サービス  認可保育所 

事業所住所等 〒242-0024 神奈川県大和市渋谷6-12-2 ラ・プリマステラ2F 

設立年月日  平成25年6月1日 

評価実施期間 平成29年10月 ～ 令和2年1月 

公表年月 令和2年1月 

評価機関名 株式会社フィールズ 

評価項目  横浜市版（保育分野（保育所編）） 

総合評価（事業所の特色や努力、工夫していること、事業者が課題と考えていること等） 

［施設の概要］ 

高座渋谷ゆめいろ保育園は小田急江ノ島線「高座渋谷駅」から徒歩1分の利便性の良い商業地域にあ

ります。園は5階建てビルの2階にあり、生後2ヶ月から就学前児童を対象とした定員55名で現在58名

が在籍しています。 

園は平成25年に認可外保育所として開園し、平成27年に大和市の認可保育所に移行し、4年が経過

しています。隣接するビルにある姉妹園の小規模保育園（3歳未満児施設）とは日常的に交流があり、

お互いの職員同士も連携して園運営が行われています。 

近隣には神社や多くの公園があり、子どもたちは日々散歩など園外活動に出かけ、小田急線や新幹線を

見に行くこともできます。 

運営法人は株式会社ステーションであり、海老名市、茅ヶ崎市、大和市で保育園6園を運営していま

す。 

 

 

≪優れている点≫ 

１． 全職員で子どもを理解し温かく接する保育を実践しています 

 

2～5歳児は、オープンフロアを低い柵などで仕切り、クラスごとのスペースを作り保育を行っていま

す。仕切りは低くフロア全体が見渡せ、それぞれのクラスの様子が把握しやすい環境となっています。 

活動によって0、1歳児クラスも合流し全園児が集まって行うなど、日常的に異年齢で交流できる環境が

多くあります。中規模の園児数とフロアの特性を生かしながら、クラスという枠に捉われず、全職員が

園児一人一人を十分に把握できています。日々の子どもの情報は記録に残し、全職員で共有に努めてい

ます。 

職員は子ども一人一人の気持ちを大切にし寄り添うことを常に意識して保育にあたっています。子ど

もの状況により個別対応が必要な時や、心配な気持ちになった子どもにはそっと抱き上げ、子どもが落

ち着けるスペースで子どもに向き合い、話を聞いています。ワンフロアのスペースの中で工夫しながら、

保育士間で連携を取って子どもに接しています。 

子どもの様子を見ながら、個々のペースや個性に応じた援助を心がけており、否定的な言葉は使わず、

前向きな声かけを行うことを職員間で確認しあい、実践につなげています。 

園が持つ特性を生かし、個を理解し、全職員で全園児を見守る温かい保育が行われています。 

 



 

２．さまざまな経験を通して、心身ともに健やかな成長を支援しています  

 

日々の計画は、子どもたちが興味をもって取り組めるようさまざまな活動内容を組み入れ、子どもた

ちが笑顔で楽しく過ごせるよう作成しています。 

食育では、保育士と栄養士が連携して子どもの年齢に応じた内容を考え、3歳未満児と3歳以上児で

それぞれ食育計画を作成しています。乳児クラスでは材料をビニール袋に入れてブラウニーの生地作り

をしたり、幼児クラスではおにぎりパーティと称して具材の鮭をほぐしておにぎりを握ったりしていま

す。また、楽しみながら体力づくりができるよう、2歳以上児は、一時間ほどかけて歩く「あるき散歩」

を取り入れるなど、子どもたちが好奇心を持って楽しくいろいろなことに取り組めるよう工夫していま

す。 

異年齢で一緒に過ごす機会も多く取り入れており、年下の子どもを思いやる気持ちや年上の子どもに

あこがれを抱く気持ちが自然と育まれています。子どもたちはさまざまな経験を少しずつ積み重ねなが

ら、心身ともに健やかに成長しています。 

 

 

３．子どもの自主性、主体性を育てる保育を行っています 

 大和市のアートフェステバルに出展する作品について、5歳児の子どもたちが意見を出し合って何を

作るか決めるなど、友だちと協力してやり遂げる喜びや達成感を感じられるようにしています。 

色紙やストローなどを使って「屋台」をテーマにたこ焼きや焼きトウモロコシ、アクセサリーなどみん

なで相談しながら製作しました。自由遊びの時間には友達同士でおうちを作り、話し合いながら完成さ

せるなど、子どもたちが自由に自ら発想して遊びに発展させています。 

 

 

≪努力・工夫している点≫ 

１．保護者からの意見や要望をまとめ、共有化して園運営に生かしています 

 

日常で寄せられる保護者からの要望・苦情は職員会議で報告検討し、職員会議録、申し送りノートに

記録し、全職員で対応できるようにしています。 

また、園長は保護者と面談し、「意見ノート」にも記録しています。要望・苦情は「苦情内容書式」

に日付、名前、意見内容、園側の対応を記録し、今後の園運営に生かしています。 

 

 

≪課題や改善することが期待される事項≫ 

１．保育園の専門性を生かした子育て支援サービスの提供 

 

一時保育の受け入れや英会話教室を開放して交流保育を提供していますが、交流保育の利用者は年間

数名程度に留まっている状況です。園の規模や在園児を考慮した実施の難しさ等もあります。 

地域の子育て世代に向けて、定期的な育児相談日を設けての実施や、子育てに対する考え方・ノウハ

ウなどについての講習会の開催等、検討が期待されます。更なる情報発信方法の工夫によって、これま

で以上に保育園の専門性を生かした子育て支援サービスの提供が期待されます。 

 

 

２．人材育成を効果的、計画的に進める仕組みの構築 

 園の理念や方針に沿った保育を具現化するために、職員をどのような人材に育てていくかというビジ



ョンを持ち、計画的に取り組みを進めることが大切です。人材育成計画の策定のみならず、個々の職員

の資質向上に向けた目標を定め、経験・能力に応じた役割が期待水準として一人一人に示されることは、 

職員のやりがいや満足度に繋がります。 

職業別、役職別、経験別の研修を含め、人材育成を効果的、計画的に進める仕組みの構築が期待されま

す。 

評価領域ごとの特記事項 

1.人権の尊重 

① 設置法人としての保育理念「子どもの人権や主体性・個性を尊重し、保護者か

らも信頼され、地域に愛される保育園を目指す」を掲げています。保育方針は

子どもや家庭に対してわけへだてない保育を行い、プライバシーを保護するこ

とを主旨としており、様々な体験を通してたくましく・心豊かな・思いやりの

ある子どもを育てる保育目標を掲げ、利用者本人を尊重したものになっていま

す。 

 

② 園長は年度始めの職員会議で理念の実現に向けた保育のあり方について話し

ており、職員一人一人が自らの保育を振り返れるようにしています。また、外

部の人権研修に園長や職員が参加しており、受講内容を全職員に報告していま

す。子どもの様子を見ながら、個々のペースや個性に応じた援助を心がけてお

り、否定的な言葉を使わず前向きな声かけを行うことを職員間で確認しあい、

実践につなげています。 

 

③ 保育園規則に個人情報の取り扱いや守秘義務について明記されており、入職時

に説明を行っているほか、年に一度開催している法人全体の職員研修の際に理

事長から説明しています。また、来園する実習生やボランティアに対しても周

知しています。保護者へは個人情報の取り扱いについて記載された入園前事項

確認書や保育園のパンフレットを入園前の入所面談の際に配付して説明を行

っています。 

2.意向の尊重と自

立生活への支援に

向けたサービス提

供 

① 全体的な計画の作成にあたっては、職員の意見を取り入れながら、子どもの年

齢ごとの発達に一貫性があるか、地域の実態、周囲の環境に即しているかなど

も考慮して毎年園長が作成、見直しを行っています。全体的な計画に基づき、

年齢ごとに年間指導計画、月間指導計画、週日案を作成しています。クラス会

議で子どもの発達や状況の変化について意見交換を行い、担任が評価、反省を

行い、時期の計画に反映しています。 

 

② 子どもの年齢、発達に応じたおもちゃ、教材、絵本を用意しています。幼児ク

ラスは室内では平均台、マット、跳び箱など、戸外ではかけっこ、スキップ、

なわとびなど、基本的な動作で体を十分動かせるようにしています。また鬼ご

っこやゲームなどルールのある遊びを取り入れ、協調性が育つようにしていま

す。 

 

③ 0～2 歳児については、一人一人の発達に合わせて個別指導計画を作成してい

ます。幼児についても特別な配慮が必要な子どもには個別に指導計画を作成し

ています。指導計画の作成、見直しは担任が行い、月 1 回に職員会議やクラ

ス会議で情報を共有し、意見交換を行い、柔軟に変更・見直しを行っています。

保護者には離乳食やトイレットトレーニングの進め方など、一人一人の状況に

ついて説明し、同意を得ています。 

 

④ 職員は子ども一人一人の食べるペースを見ながら声をかけたり、食べやすいよ

うにおかずを集めたりしていて、苦手な食材が食べられた時は褒めるなど、子



どもが自分から食べようとする気持ちを大切に援助しています。4、5 歳児ク

ラスはお当番が配膳のお手伝いをしていて、3 歳以上児は自分の食器の片づけ

をしています。 

3.サービスマネジ

メントシステムの

確立 

① 入園時に把握した生育歴、入園後の子どもの身体測定や内科健診、歯科検診な

どの結果は児童票や健康診断票に記録し、クラスごとにファイルしています。

児童票は事務所に保管し、全職員が共有できるようにしています。進級時には

ファイルを基に新旧職員で引継ぎを行っています。5 歳児については保育所児

童保育要録を担任が作成し、入学する小学校に郵送または持参しています。 

 

② 職員は、発達支援、虐待、アレルギー、外国籍など特に配慮を要する子どもの

様子については、月 1回の職員会議やクラス会議で配慮する点や関わり方が

適切かどうかを話し合い、職員会議録や共有ノートに記録し、全職員は情報を

共有しています。職員は報告書を回覧して、同じ認識で保育にあたれるように

努めています。 

 

③ 日常で寄せられる要望・苦情は職員会議で報告検討し、職員会議録、申し送り

ノートに記録し、全職員で対応できるようにしています。また、園長は保護者

と面談し、「意見ノート」にも記録します。要望・苦情は「苦情内容書式」に

日付、名前、意見内容、園側の対応を記録し、今後の園運営に活かしています。

第三者委員の連絡先は「重要事項説明書」に記載し、玄関に掲示しています。

外部の苦情解決窓口として「かながわ福祉サービス運営適正委員会」の連絡先

を玄関に掲示しています。 

 

④ 安全管理に関するマニュアルに災害時の対応や保育中の安全対策などが明記

されています。睡眠中や食事中の事故を未然に防ぐための留意点などを職員会

議で確認して、日々の業務にあたっており、プール遊びにおける留意点を明記

した文書をもとに監視に徹する職員を配置するなどして子どもたちが安心し

て安全に活動ができるよう努めています。 

4.地域との交流・連

携 

① 散歩で近隣の神社にお参りに行ったり、地域の市立図書館のお話し会に参加し

たりしています。散歩の道中では、地域の人に声をかけてもらったり、お店の

人に挨拶するなどしています。4、5 歳児は近隣の高齢者施設の敬老会に参加

し歌を披露していて、絵を描くなどして自分たちで製作したしおりをプレゼン

トしています。5 歳児は年に 1 回開催されるレクリエーション大会に参加し

近隣の保育園の子どもたちとリレーをするなどして交流しています。 

 

② 園の利用条件、保育内容についての問い合わせや見学の申し込みなどの電話応

対は、主に園長か主任が行っています。園のホームページでも問い合わせや見

学申し込みを受け付けており、本社担当者が対応しています。見学は希望者の

意向に応じて受け付けており、園のしおりやパンフレットなどを用いて利用条

件や保育活動について丁寧に説明を行っています。 

 

③ 地域の子育てを支援するため、一時保育を提供しています。また大和市主催の

「やまと子育て応援フェスタ」に職員が参加して手遊びを教えるなど園の専門

性を生かした取り組みを行っています。入園を考えている見学者からの質問や

相談を受け、地域の子育て支援ニーズを把握しています。 

5.運営上の透明性

の確保と継続性 

① 職員の自己評価の結果を職員会議やクラス会議などで相互に話し合っていま

す。 

 



② 入社時に保育園規則やコンプライアンス体制への取り組みについて説明し、職

員に周知しています。園の経営、運営状況などは公開されていませんが、設置

法人の本社に用意があり、求めに応じて公表することができます。 

 

③ 事業運営に関わる情報の収集・分析は設置法人の管理部で行っています。園長

は設置法人の園長会、大和市の園長会や幼保小連絡会などの会合に出席し、情

報収集をしています。園に関わる重要な情報は職員会議などで説明し、職員に

周知しています。 

6.職員の資質向上

の促進 

① 職員は年 4 回自己評価を行い、理事長や園長と面談を行っています。園長は

日常の会話や会議、面談の中で達成度を確認し次期の計画に反映しています。 

 

② 非常勤職員は補助的な立場で保育に関わっています。非常勤職員の指導担当者

は園長、主任とし、保育業務の遂行にあたっては、常勤職員と非常勤職員の組

み合わせに配慮しています。法人理事長と年 1 回面談を行っています。常勤

職員同様に園の状況を把握できるよう、職員会議録や研修報告書届を自由に閲

覧できるようにしています。 

 

③ 年間指導計画で「目標」、月間指導計画、週・日指導計画では「ねらい」を明

確にし、結果を「自己評価」できる書式が定型化されています。子どもの成長

に合わせて立案し、子どもの育ちや意欲、取り組む過程などをクラス会議など

で意見交換しながら、次の指導計画に反映しています。 

 

④ 園長は必要に応じ職員と面談し、年 1 回職員のアンケートを実施して、職員

の満足度・要望の把握に努めています。園長は職員会議や日々の会話を通じて、

職員の業務改善の提案や意見を募ったり、業務改善に取り組んでいます。理事

長は必要に応じて職員と個人面談し、次年度の契約のほか、職員から意見・意

向を聞いています。 

 


